
食
の
ま
ち
づ
く
り　
　

　

海
の
拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン

ブルーパーク阿納

　

小
浜
市
で
は
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
を
開
始
し
て
以
来
、
観

光
交
流
人
口
は
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
10
ペ
ー
ジ
に
関

連
記
事
）。
さ
ら
な
る
増
加
を
目
指
し
、
誘
客
活
動
を
展
開
し

て
い
る
中
、
四
月
十
二
日
に
「
釣
る
、
料
理
す
る
、
食
べ
る
」

の
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
体
験
交
流
施
設
「
ブ
ル
ー
パ
ー
ク
阿
納
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
五
〇
㍍
×
三
〇
㍍
の
釣
り
堀
（
さ
ば
き
や
す

い
サ
イ
ズ
（
約
三
〇
㌢
、
七
〇
〇
㌘
）
の
マ
ダ
イ
が
放
流
）、

百
人
が
同
時
に
料
理
で
き
る
調
理
場
、
さ
ば
い
た
魚
を
そ
の

場
で
食
べ
る
た
め
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
阿
納
体
験
民
宿
組
合
の
皆
さ
ん
が
釣
り
方
、
調
理
の
方

法
な
ど
を
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
養
殖
の
ト
ラ
フ
グ

の
餌
や
り
体
験
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
当
日
、さ
っ
そ
く
内
外
海
小
五
・
六
年
生
が
体
験
。

五
月
末
に
は
姉
妹
都
市
の
奈
良
市
か
ら
中
学
生
が
、
本
年
度

中
に
は
市
内
の
中
学
二
年
生
が
体
験
学
習
す
る
予
定
で
あ
り
、

観
光
と
食
育
の
両
面
か
ら
期
待
さ
れ
る
「
食
の
ま
ち
づ
く
り

海
の
拠
点
施
設
」
で
す
。

　

市
で
は
今
後
、
こ
の
体
験
交
流
施
設
を
含
め
、
観
光
資
源

の
魅
力
を
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
誘
客

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

釣
る

食
べ
る

料
理

　ブルーパーク阿納の最大の
目的は、地域の活性化です。
冬場はフグやカニを食べに来
られるお客さんが多いです
が、春から夏、秋口は少ない
ですし、夏でも家族連れの海
水浴客は少なくなりました。
この施設のオープンにより、
少しでもお客さんが増えれ
ば、阿納から内外海、そして
小浜市へといろいろな面で波
及すると思います。
　体験型学習の受け入れは、
全国的に増えてきているんで
すよ。ただ、簡単に始められ
るわけではありません。今ま
での宿泊や食事のお客さんの

阿納体験民宿組合

副組合長

　下亟  忠彦 さん

市の活性化に結びつく施設にしたい

【釣り体験】

　営業時間　６時〜 15 時
　料　　金　阿納宿泊客…2,000 円　一般…3,000 円
　　　　　　２時間または３匹まで。４匹目からは
　　　　　　１匹 1,200 円。貸し竿、餌、氷は別途
　申し込み　阿納体験民宿組合体験釣堀部　☎ 54・3611

【魚さばき体験】

　営業時間　10 時 30 分〜 12 時 30 分
　料　　金　1,500 円（５人以上で実施。要予約）
　申し込み　同料理体験部　☎ 54・3610

※営業期間は 4 月から 10 月の予定です

ブ
ル
ー
パ
ー
ク
阿
納
を
利
用
し
た

内
外
海
小
五・六
年
生
の
感
想

●
阿
納
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ
た
の
で
、

　
釣
り
の
や
り
方
が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し

　
た
。
み
ん
な
に
教
え
て
も
ら
っ
て
ぼ
く

　

も
タ
イ
を
釣
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
楽
し
か
っ
た
で
す

●
魚
が
重
か
っ
た
の
で
が
ん
ば
っ
て
釣
り

　
上
げ
ま
し
た
。
釣
れ
た
魚
が
大
き
か
っ

　
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一
匹
に

　

た
く
さ
ん
食
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

　
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

●
釣
っ
て
す
ぐ
に
食
べ
た
の
で
、
す
ご
く

　
新
鮮
で
生
臭
く
な
く
っ
て
お
い
し
か
っ

　
た
で
す
。
や
っ
ぱ
り
自
分
で
釣
っ
た
魚

　
は
最
高
で
す

●
釣
っ
た
魚
を
そ
の
場
で
さ
ば
い
て
刺
身

　
に
し
た
り
、
焼
い
た
り
し
て
食
べ
ら
れ

　
る
の
で
お
い
し
い
で
す
。
こ
の
施
設
に

　
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
、
魚
を
食
べ
て

　
ほ
し
い
で
す

●
大
き
く
て
、重
く
て
、き
れ
い
な
魚
だ
っ

　
た
の
で
、
釣
れ
た
と
き
は
す
ご
く
う
れ

　
し
か
っ
た
で
す

●
今
日
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
遊
び

　
に
来
た
い
で
す

広報おばま　平成 19. 5❻❼ 広報おばま　平成 19. 5

対応とは別に、釣りや調理指
導などの人手がさらに必要で
すし、施設の建設費などの問
題もあり、とても個人ででき
ることではありません。この
施設は、集落（組合）が協力
して、共同で立ち上げたもの
なんですよ。
　海＝海水浴しかないと思っ
ている人にとって、体験型施
設は魅力的なものになると思
います。市外からの旅行はも
ちろん、学生さんのサークル
活動、そして地元の皆さんに
もぜひ利用してもらいたいで
すね。



広報おばま　平成 19. 5❽❾ 広報おばま　平成 19. 5

　
 

人 

事 

異 

動

　

市
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
を
、「
改
定
第
四
次
総

合
計
画
お
よ
び
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
軌
道
に
乗
せ
る
年
度
」と
位
置
づ
け
、

行
政
改
革
推
進
グ
ル
ー
プ
や
少
子
化
対
策

推
進
室
の
新
設
ほ
か
、
課
・
室
・
グ
ル
ー

プ
の
見
直
し
を
行
い
、
社
会
情
勢
の
変
化

と
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
職
員

の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り

を
目
指
し
、
女
性
職
員
九
人
を
含
む
十
三

人
を
課
長
補
佐
級
に
昇
任
し
た
ほ
か
、
幹

部
職
員
七
人
を
含
む
退
職
者
の
補
充
を
重

点
と
す
る
必
要
最
小
限
の
異
動
と
し
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

＊

①
「
行
政
改
革
推
進
グ
ル
ー
プ
」
の
新
設

②
「
少
子
化
対
策
推
進
室
」
の
新
設

③
「
ち
り
と
て
ち
ん
室
」
の
新
設

④
課
、
室
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
組
織
の
見
直
し

⑤
「
政
策
幹
」
の
配
置
な
ど
、
食
の
ま
ち

　
づ
く
り
を
充
実

⑥
企
画
調
整
課
の
体
制
を
見
直
し
地
域
内

　
情
報
課
を
推
進

⑦
世
界
遺
産
推
進
室
の
充
実

⑧
政
策
専
門
員
の
拡
充

⑨
国
、
県
お
よ
び
県
警
と
の
人
事
交
流
の

　
継
続

⑩
昨
年
度
当
初
比
十
二
人
の
職
員
を
削
減

⑪
そ
の
ほ
か

•
「
山
川
登
美
子
記
念
館
」
開
館
に
伴
う

　

人
員
配
置

•

市
公
共
施
設
管
理
公
社
の
廃
止

•

学
校
お
よ
び
保
育
園
の
給
食
調
理
員
の

　

嘱
託
化

　

異
動
は
、
部
長
級
六
人
、
部
次
長
級
八

人
、
課
長
級
十
人
を
含
む
百
二
十
八
人
で

す
。（　

）
内
は
旧
任
・
旧
所
属
。
Ｇ
Ｌ

は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
。

■
部
長

●
政
策
幹
兼
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
長
事
務

取
扱　

大
熊
武
（
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
政

策
審
議
監
）

●
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長　

富
田
実
（
総

合
政
策
部
防
災
監
）

●
福
祉
環
境
部
長　

大
江
正
男
（
総
務
部

政
策
審
議
監
）

●
議
会
事
務
局
長　

服
部
由
幸
（
教
育
委

員
会
事
務
局
部
長
）

●
監
査
委
員
事
務
局
長　

田
井
克
己
（
市

民
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

島
本
俊
博

（
福
祉
環
境
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

■
部
次
長

●
総
合
政
策
部
▼
政
策
審
議
監
兼
世
界
遺

産
推
進
室
長
事
務
取
扱　

高
橋
敏
惠(

会

計
課
長
）

●
総
務
部
▼
政
策
審
議
監
兼
契
約
検
査
課

長
事
務
取
扱　

四
方
澄
雄
（
農
林
水
産
課

長
）

●
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
▼
マ
ネ
ジ
ャ
ー
兼

商
工
振
興
課
長
事
務
取
扱　

藤
澤
徹
（
商

工
振
興
課
長
）

●
福
祉
環
境
部
▼
マ
ネ
ジ
ャ
ー
兼
健
康
長

寿
課
長
事
務
取
扱　

吉
岡
澄
生
（
教
育
委

員
会
事
務
局
政
策
審
議
監
）
▼
政
策
審
議

監
兼
環
境
衛
生
課
長
事
務
取
扱　

竹
村
次

夫
（
鉄
道
新
線
・
公
共
交
通
課
長
）

●
産
業
建
設
部
▼
政
策
審
議
監
兼
都
市
計

画
課
長
事
務
取
扱　

清
水
省
悟
（
都
市
計

画
課
長
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
マ
ネ
ジ
ャ
ー
兼

教
育
総
務
課
長
事
務
取
扱　

岸
本
守
（
契

約
検
査
課
長
）
▼
教
育
審
議
監　

山
内
良

弘
（
嶺
南
教
育
事
務
所
次
長
）

■
課
長

●
総
合
政
策
部
▼
世
界
遺
産
推
進
室
調
査

役　

杉
本
泰
俊
（
企
画
調
整
課
世
界
遺
産

推
進
室
長
・
主
幹
）
▼
財
政
課
長　

山
本

博
（
健
康
長
寿
課
長
）
▼
総
合
防
災
課
防

災
監　

塩
野
喜
一
郎（
総
合
防
災
課
Ｇ
Ｌ
・

主
幹
）
▼
鉄
道
新
線
・
公
共
交
通
課
長　

芝
田
明
和
（
企
画
調
整
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）

●
総
務
部
▼
市
長
室
長　

坪
内
定
和
（
商

工
振
興
課
企
業
誘
致
・
雇
用
推
進
室
長
・

主
幹
）

●
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
▼
市
民
生
活
課
長

前
野
光
信
（
農
林
水
産
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）

●
福
祉
環
境
部
▼
医
務
保
健
課
長　

品
川

憲
治
（
文
化
会
館
長
）

●
産
業
建
設
部
▼
農
林
水
産
課
長　

井
上

助
博
（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）

●
会
計
課
長　

熊
谷
博
司
（
図
書
館
長
・

主
幹
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
文
化
生
涯
学
習

課
長　

重
田
治
樹
（
医
務
保
健
課
長
）

■
主
幹

●
総
合
政
策
部
▼
企
画
調
整
課
Ｇ
Ｌ　

藤

本
周
次
（
教
育
総
務
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課
長

補
佐
）
▼
企
画
調
整
課
Ｇ
Ｌ　

仲
野
郁
夫

（
企
画
調
整
課
政
策
法
務
室
Ｇ
Ｌ
・
上
席

課
長
補
佐
）
▼
総
合
防
災
課
Ｇ
Ｌ　

滝
口

克
巳
（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席

課
長
補
佐
）

●
総
務
部
▼
市
長
室
Ｇ
Ｌ　

吉
村
忠
康

（
市
長
室
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課
長
補
佐
）
▼
総

務
課
Ｇ
Ｌ　

赤
川
誠
一
（
総
務
課
Ｇ
Ｌ
・

上
席
課
長
補
佐
）
▼
総
務
課
Ｇ
Ｌ　

橋
本

長
一
朗
（
総
務
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課
長
補
佐
）

●
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
▼
食
の
ま
ち
づ
く

り
課
Ｇ
Ｌ　

松
林
吉
博
（
健
康
長
寿
課
Ｇ

Ｌ
・
上
席
課
長
補
佐
）
▼
市
民
生
活
課
Ｇ

Ｌ　

西
本
豊
茂
（
会
計
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
商
工

振
興
課
企
業
誘
致
・
雇
用
推
進
室
長　

山

口
雅
巳
（
食
文
化
館
副
支
配
人
・
上
席
課

長
補
佐
）

●
福
祉
環
境
部
▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所

長　

岩
本
安
正
（
上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ
）

●
産
業
建
設
部
▼
上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ　

松

﨑
行
生
（
上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課
長

補
佐
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
文
化
生
涯
学
習

課
文
化
文
芸
振
興
室
長　

松
浦
英
明
（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
上
席
課
長
補
佐

●
福
祉
環
境
部
▼
衛
生
管
理
所
次
長　

古

谷
芳
夫
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長
）

●
産
業
建
設
部
▼
農
林
水
産
課
Ｇ
Ｌ　

増

田
吉
裕
（
税
務
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
道
路
河
川
課

Ｇ
Ｌ　

地
村
敏
幸
（
上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ
）

●
会
計
課
Ｇ
Ｌ　

六
塚
人
（
社
会
福
祉
課

Ｇ
Ｌ
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
文
化
生
涯
学
習

課
Ｇ
Ｌ　

山
本
昌
成（
市
民
生
活
課
Ｇ
Ｌ
）

■
課
長
補
佐

●
総
務
部
▼
市
長
室
Ｇ
Ｌ　

橋
本
敏
博

（
総
合
防
災
課
）
▼
税
務
課
Ｇ
Ｌ　

松
井

直
美
（
税
務
課
）
▼
税
務
課
Ｇ
Ｌ　

地
村

知
代
（
税
務
課
）

●
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
▼
食
文
化
館
副
支

配
人　

中
野
純
子
（
観
光
交
流
課
国
際
交

流
室
）
▼
市
民
生
活
課
男
女
共
同
参
画
室

長　

森
下
和
子
（
税
務
課
Ｇ
Ｌ
）

●
福
祉
環
境
部
▼
社
会
福
祉
課
Ｇ
Ｌ　

岡

田
泰
治
（
医
務
保
健
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
母
と
子

の
家
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
園
長　

木

谷
敬
子
（
母
と
子
の
家
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
）
▼
雲
浜
保
育
園
長　

吉
川

昌
子
（
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー
園
長
）
▼

西
津
保
育
園
長
多
辺
千
恵
子
（
国
富
保
育

園
長
）
▼
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー
園
長　

野
瀬
直
枝
（
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー
）
▼

国
富
保
育
園
長　

吉
岡
恒
子
（
中
名
田
保

育
園
長
）
▼
宮
川
保
育
園
長　

服
部
智
子

（
遠
敷
保
育
園
）
▼
中
名
田
保
育
園
長　

古
谷
弥
恵
子
（
中
名
田
保
育
園
）
▼
健
康

長
寿
課
Ｇ
Ｌ　

野
村
俊
夫（
健
康
長
寿
課
）

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長　

重
田
富
士

雄
（
道
路
河
川
課
Ｇ
Ｌ
）

●
産
業
建
設
部
▼
上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ　

三

谷
由
美
子
（
商
工
振
興
課
）
▼
上
下
水
道

課
Ｇ
Ｌ　

前
野
浩
良
（
都
市
計
画
課
）
▼

小
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
次
長　

岡
正
人
（
小

浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課
Ｇ

Ｌ　

西
尾
千
恵
美
（
契
約
検
査
課
）

■
企
画
主
査

●
総
合
政
策
部
▼
企
画
調
整
課　

畑
中
三

枝
（
健
康
長
寿
課
）
▼
世
界
遺
産
推
進
室

安
田
宗
子
（
社
会
福
祉
課
）
▼
財
政
課　

東
野
克
拓
（
道
路
河
川
課
）
▼
総
合
防
災

課　

上
窪
弘
之
（
農
林
水
産
課
）

●
総
務
部
▼
税
務
課　

廣
瀬
香
代
子
（
鉄

道
新
線
・
公
共
交
通
課
）
▼
税
務
課　

今

井
俊
彦
（
社
会
福
祉
課
）

●
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
▼
市
民
生
活
課　

天
谷
裕
子
（
医
務
保
健
課
）
▼
観
光
交
流

課
国
際
交
流
室　

百
田
典
子
（
都
市
計
画

課
）
▼
商
工
振
興
課　

藤
井
多
香
子
（
体

育
課
）

●
福
祉
環
境
部
▼
母
と
子
の
家
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

下
島
明
子
（
加
斗

保
育
園
）
▼
遠
敷
保
育
園　

中
西
富
美
乃

（
口
名
田
保
育
園
）
▼
中
名
田
保
育
園　

河
野
美
智
江
（
遠
敷
保
育
園
）
▼
健
康
長

寿
課　

善
定
末
雄
（
会
計
課
）
▼
健
康
長

寿
課　

四
方
宏
和
（
農
林
水
産
課
農
業
生

産
担
い
手
推
進
室
）
▼
医
務
保
健
課　

山

口
幹
子（
市
民
生
活
課
男
女
共
同
参
画
室
）

▼
環
境
衛
生
課　

池
尾
俊
明
（
都
市
計
画

課
）

●
産
業
建
設
部
▼
農
林
水
産
課　

岡
田
美

智
子
（
監
査
委
員
事
務
局
）
▼
農
林
水
産

課　

大
山
孝
幸
（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
）

▼
都
市
計
画
課　

森
達
郎
（
税
務
課
）
▼

上
下
水
道
課　

山
口
久
範
（
市
長
室
）

●
監
査
委
員
事
務
局
▼
知
見
康
代
（
税
務

課
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課　

赤
崎
智
子
（
健
康
長
寿
課
）
▼
体
育
課　

西
島
登
美
（
社
会
福
祉
課
）

■
主
査
・
主
事

●
総
合
政
策
部
▼
企
画
調
整
課　

内
田
靖

彦
（
総
合
防
災
課
）
▼
世
界
遺
産
推
進
室

野
瀬
昌
寿
（
都
市
計
画
課
）
▼
財
政
課　

齋
藤
寛
之
（
企
画
調
整
課
政
策
法
務
室
）

▼
財
政
課　

竹
浦
大
輔
（
企
画
調
整
課
世

界
遺
産
推
進
室
）
▼
鉄
道
新
線
・
公
共
交

通
課　

的
場
英
美
（
教
育
総
務
課
）
▼
鉄

道
新
線
・
公
共
交
通
課　

小
笠
原
章
夫（
上

下
水
道
課
）

●
総
務
部
▼
市
長
室　

森
下
雅
至
（
総
務

課
）
▼
市
長
室　

畑
田
康
広
（
観
光
交
流

課
）
▼
総
務
課
付　

岡
寿
郎
（
上
下
水
道

辞令交付式で宣誓する竹島義淳さん



課
）
▼
総
務
課　

芝
和
繁
（
財
政
課
）
▼

税
務
課　

大
谷
拓
也
（
財
政
課
）

●
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
▼
食
の
ま
ち
づ
く

り
課　

河
野
泰
和
（
市
長
室
）
▼
市
民
生

活
課
男
女
共
同
参
画
室　

吉
田
美
代
子

（
健
康
長
寿
課
）
▼
観
光
交
流
課　

竹
内

彰
朗
（
体
育
課
）
▼
観
光
交
流
課
ち
り
と

て
ち
ん
室　

栗
原
直
希
（
観
光
交
流
課
）

●
福
祉
環
境
部
▼
社
会
福
祉
課　

松
﨑
英

子
（
環
境
衛
生
課
）
▼
社
会
福
祉
課　

坂

上
文
紀
（
財
政
課
）
▼
社
会
福
祉
課　

松

木
浩
代
（
教
育
総
務
課
）
▼
社
会
福
祉
課

大
和
美
香
（
文
化
生
涯
学
習
課
）
▼
内
外

海
児
童
セ
ン
タ
ー　

畠
中
洋
子
（
国
富
保

育
園
）▼
国
富
保
育
園　

吉
田
め
ぐ
み（
今

富
第
一
保
育
園
）
▼
遠
敷
保
育
園　

早
佐

古
真
由
（
小
浜
第
二
保
育
園
）
▼
今
富
第

一
保
育
園　

山
田
陽
子
（
今
富
第
二
保
育

園
）▼
今
富
第
一
保
育
園　

田
中
良
恵（
松

永
保
育
園
）
▼
加
斗
保
育
園　

小
林
美
希

（
今
富
第
一
保
育
園
）
▼
健
康
長
寿
課　

森
川
澄
子
（
農
林
水
産
課
）
▼
健
康
長
寿

課　

栗
原
安
浩
（
市
民
生
活
課
）
▼
健
康

長
寿
課　

高
鳥
清
美（
文
化
生
涯
学
習
課
）

●
産
業
建
設
部
▼
農
林
水
産
課　

上
野
正

博
（
上
下
水
道
課
）
▼
道
路
河
川
課　

松

見
和
行
（
上
下
水
道
課
）
▼
都
市
計
画
課

平
井
敬
子
（
総
務
部
付
）
▼
都
市
計
画
課

中
山
治
和
（
上
下
水
道
課
）
▼
上
下
水
道

課　

高
鳥
伸
也
（
健
康
長
寿
課
）
▼
上
下

水
道
課　

仲
塚
政
弘
（
道
路
河
川
課
舞
鶴

若
狭
自
動
車
道
対
策
室
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課　

河
原
祐
美
（
社
会
福
祉
課
）
▼
文
化
生
涯

学
習
課　

鈴
木
よ
し
み
（
食
の
ま
ち
づ
く

り
課
）

■
技
能
労
務
職

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
小
浜
第
二
中
学

校
業
務
指
導
員　

中
嶋
和
枝
（
小
浜
第
二

中
学
校
用
務
調
理
員
）
▼
小
浜
中
学
校
用

務
調
理
員　

早
裕
子
（
小
浜
小
学
校
用
務

調
理
員
）

■
政
策
専
門
員

▼
行
政
法
務
担
当　

仲
野
郁
夫
▼
文
化
遺

産
担
当　

下
仲
隆
浩
▼
観
光
振
興
担
当　

竹
田
茂
芳
▼
文
化
芸
術
担
当　

渡
辺
英
明

■
派
遣

▼
福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

小
松
隆
次
郎
（
環
境
衛
生
課
）

■
新
採
用

▼
総
合
防
災
課　

竹
島
義
淳
▼
税
務
課　

下
口
浩
司
▼
食
の
ま
ち
づ
く
り
課　

柄
本

歩
美
▼
社
会
福
祉
課　

池
田
真
美
▼
医
務

保
健
課　

中
野
愛
佳
▼
環
境
衛
生
課　

建

矢
智
司
▼
上
下
水
道
課　

藤
田
卓
弥

■
退
職

▼
樽
谷
清
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
▼
中

積
重
喜（
福
祉
環
境
部
長
）▼
中
野
繁（
議

会
事
務
局
長
）
▼
建
矢
金
雄
（
教
育
委
員

会
事
務
局
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）▼
高
鳥
重
郷（
総

合
政
策
部
政
策
審
議
監
）▼
小
川
修
市（
産

業
建
設
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）▼
中
川
春
子（
雲

浜
保
育
園
長
）
▼
塚
本
孝
夫
（
財
政
課
Ｇ

Ｌ
）
▼
岡
彩
子
（
宮
川
保
育
園
長
）
▼
下

島
和
子
（
西
津
保
育
園
長
）
▼
冨
永
和
美

（
企
画
調
整
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
上
原
史
子
（
母

と
子
の
家
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

園
長
）
▼
岩
崎
孝
俊
（
衛
生
管
理
所
次
長
）

▼
塩
野
弘
恵
（
小
浜
幼
稚
園
）
▼
井
上
環

（
社
会
福
祉
課
）
▼
人
見
圭
介
（
税
務
課
）

▼
大
道
誠
一（
総
務
課
）▼
角
野
文
博（
小

浜
中
学
校
）
▼
高
山
ハ
ツ
枝
（
小
浜
中
学

校
）

▼
福
井
県
教
育
委
員
会
へ　

池
上
信
也

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
審
議
監
）

食文化館
キッチンスタジオ 　キッチンスタジオでは、どなたで

も調理体験、加工体験（おみやげ作

り）ができます。調理台は５台で、

定員はそれぞれ８人。全体で 40人

までご利用いただけます。

加工体験（おみやげ作り）

　「サバの押し寿司」「はんぺん」など、小
浜の代表的なおみやげを作って、家族や友
人へプレゼントにしてはいかがですか。
※グループマーメイドがお手伝いします
料金　400円〜 1,500 円
時間　① 10時〜 12時
　　　② 14時〜 16時

調理体験

　４人以上のグループが対象。小浜の豊富
な食材を使った季節の料理や郷土料理を作
りませんか。
※グループマーメイドがお手伝いします
料金　600円〜
時間　① 10時〜 13時　② 14時〜 17時
　　　③ 18時〜 21時

貸し調理台

　皆さんで材料などを持ち込んで、自由に
調理を楽しめます。
※グループマーメイドのお手伝いはありま
　せん
料金　調理台１台につき 500円
時間　① 10時〜 13時　② 14時〜 17時
　　　③ 18時〜 21時

ー申し込み方法ー

　キッチンスタジオは予約制となってい
ます。
　気軽にお問い合わせください。
※予約は３日前までにお願いします
■申し込み・問い合わせ
　御食国若狭おばま食文化館
　〒 917-0081　小浜市川崎三丁目４番
　☎ 53・1000　FAX 53・1036
　ホームページ
　　http://www.city.obama.fukui.jp/
       mermaid/index.htm
　休館日　水曜日

⓫ 広報おばま　平成 19. 5 広報おばま　平成 19. 5❿

　
辞
令
交
付
式
で
の
市
長
訓
示

　

御
食
国
大
使
の
田
辺
昇
一
さ
ん
の
著
書

の
一
節
に
「
人
生
は
、
人
の
計
り
知
れ
な

い
運
命
と
い
う
横
糸
と
、
そ
の
人
の
努
力

と
い
う
縦
糸
の
あ
や
な
す
織
物
か
も
し
れ

な
い
。
自
分
で
も
発
見
で
き
な
い
す
ば
ら

し
い
宝
を
自
分
自
身
の
手
で
発
掘
し
て
い

こ
う
と
す
る
努
力
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い

運
命
を
、
素
直
に
受
け
止
め
て
い
こ
う
と

す
る
気
持
ち
が
相
補
っ
て
い
く
人
生
の
織

物
は
実
に
興
味
深
い
。
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て

ま
た
一
段
と
努
力
す
る
場
が
与
え
ら
れ
た

と
感
じ
挑
戦
を
す
る
。
そ
う
す
る
と
新
し

い
世
界
が
開
け
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
経

験
を
積
ん
で
い
く
と
、
無
限
の
鉱
脈
を
掘

り
起
こ
す
気
持
ち
が
わ
い
て
く
る
か
ら
不

思
議
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
今

回
の
異
動
を
運
命
の
横
糸
と
い
う
よ
う

に
受
け
止
め
て
、
新
し
い
世
界
を
開
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

　

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
、
誰
し
も
必
ず

壁
に
ぶ
つ
か
る
も
の
で
す
。
ど
ち
ら
の
道

に
進
む
か
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

と
き
が
大
事
で
す
。
常
に
前
向
き
に
乗
り

切
る
と
い
う
生
き
方
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
。
判
断
に
迷
っ
た
と
き
は
、
失
敗
し
て

も
い
い
か
ら
思
い
切
っ
て
困
難（
前
向
き
）

な
道
を
選
ぶ
よ
う
に
す
る
。
そ
う
い
う
習

慣
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。
一
度
、楽（
後

ろ
向
き
）
な
ほ
う
を
選
ぶ
と
、
次
か
ら
問

題
が
起
き
て
も
楽
な
ほ
う
を
選
択
し
て
し

ま
う
。
な
か
な
か
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
上
司
や
友
達
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
、
あ
ら
た
め
て
公
務
員
と
し
て

の
矜き
ょ
う
じ持

と
自
覚
を
し
っ
か
り
持
っ
て
仕
事

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。


